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変　更　前 変　更　後
健康
福祉部

（続き）

こども
　　支援課
　

子育て推進班、児童班、保育班
こども相談室、保育園・認定
こども園、こども館・児童館、
放課後児童教室

福祉部
（続き）

こども
　　家庭課

政策班、手当・給付班、医療
費助成班、母子保健班、こど
も家庭センター、こども館・
児童館

保育
幼稚園課

認定・給付班、施設班、保育園・
認定こども園、太陽の家、
放課後児童教室

健康推進課　 管理班、健診班、健康づくり班、
母子保健班、地域保健第一班
～五班、子育て世代包括支援
センター、新型コロナウイル
スワクチン接種対策室

健康
医療部

健康推進課　 管理班、健診班、健康づくり班、
地域保健第一班～五班、新型
コロナウイルスワクチン接種
対策室

保険年金課  管理班、給付班、賦課班、収
納第一班・第二班、国民年金
班、保健事業班

 保険年金課　  管理班、給付班、賦課班、収
納第一班・第二班、国民年金
班

地域医療課　 （班省略） 地域医療課 （班省略）

錦中央病院・美和病院・訪問看護ステーショ
ンさくら

 錦中央病院・美和病院・訪問看護ステーショ   
ンさくら

産業
振興部

商工振興課　 企業振興班、　労働政策班、岩
国ブランド推進班

産業
振興部

商工振興課　 商工労政班、企業振興班、中
心市街地活性化推進班、企業
立地推進室

観光振興課　 観光企画班、観光施設班 観光振興課　 観光推進班、観光施設活用班
錦帯橋課　 （班省略） シティプロモ

ーション課　
 プロモーション推進班、移住
定住班

農林振興課　
農林整備課　
水産港湾課　
生産流通課　

（班省略）
（班省略）
（班省略）
（班省略）

農林
水産部

農林振興課　
農林整備課　
水産港湾課　
流通課　

（班省略）
（班省略）
（班省略）
（班省略）

都市
開発部

都市計画課　 計画班、まちづくり推進班、幹
線道路整備推進室

都市
　開発部

都市計画課　 計画班、まちづくり推進班、幹
線道路整備推進室、用地補償第
一班～第三班

公園景観課　 管理班、景観政策班、整備班、
公園班

 景観整備課　

 公園施設課　

 景観政策班、企画整備班

 管理班、整備班、公園班

拠点整備
推進課　

企画調整班、整備班

中心市街地
整備課　

活性化推進班、まちなかデザ
イン班、整備班

 都市拠点
 　　　　整備課　

まちなかデザイン班、まちな
か整備班、黒磯地区整備班

教育
委員会

文化財保護課
　

文化財保護班、岩国徴古館、岩
国学校教育資料館

文化スポーツ振興部へ
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市の組織の変更

変　更　前 変　更　後
総務部 秘書課　　 秘書班 総務部 秘書広報課　 秘書班、広報班

広報戦略課 広報班、シティプロモーショ
ン 推進班

用地管財課  管財班、地図情報班、用地班  用地課 管理班、用地班

情報統計課  統計班、電算班

総合
政策部

政策企画課 政策班、企画調整班 総合
政策部

政策企画課　 政策班、企画調整班、統計班

 施設経営課　 管財班、公共施設マネジメン
ト班

地域交通課 交通政策班  交通政策課  交通政策班

行政経営
　　改革課

経営改革班、デジタル推進班　
　　　　　

 デジタル
　　推進課　

 情報システム班、デジタル推
  進班

行政改革室  

市民
生活部

市民協働
　　推進課　

協働推進班 市民
協働部

地域づくり
　　推進課

地域づくり推進班、中山間地
域振興室

中山間地域
　　振興課

地域活動支援班、移住定住班

文化
スポーツ課

文化芸術班、スポーツ推進班、
都市交流室

文化
スポーツ
振興部

文化
スポーツ課

文化芸術班、スポーツ推進班、
都市交流室

文化財課　 文化財班、岩国徴古館、岩国
学校教育資料館

錦帯橋課　 （班省略）

環境部 環境保全課　 管理班、環境対策班、簡易水
道班、斎場

環境部 環境政策課　 管理班、環境企画班、環境衛
生班、簡易水道班、斎場

健康
福祉部

社会課　 管理班、生活支援第一班・第
二班、福祉政策室、臨時特別
給付金対策室

福祉部 福祉政策課　 政策推進班、指導監査室

生活支援課　 給付班、生活支援第一班・第
二班

高齢者
　　支援課

　地域包括支
　援センター

地域包括ケア推進班、長寿支
援班

地域支援班、地域支援班（室
の木1・2）・（由宇）・（周東）

高齢者
　　支援課

　地域包括支
　援センター

政策班、支援班、介護認定班、
介護給付班

　
　地域包括支援班、地域包括支
　  援第一班～四班

介護保険課　 管理班、給付班、認定班、
指導監査班

障害者
　　支援課

障害者福祉班、障害者支援班、
福祉こども医療班、太陽の家

障害者
　　支援課

福祉班、自立支援班

　第 3 次岩国市総合計画に掲げる主要施策の着実な推進を図るとともに、複雑多様化する行政課題や行政ニーズ
に対して、効率的かつ効果的に対応できる体制とするため、４月1日から市の組織を変更しましたのでお知らせし
ます。
問職員課☎（29）5036

（組織変更分のみ記載）
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部 所属／電話番号

健
康
医
療
部

健康推進課 管理班
健診班
健康づくり班 24-3751
新型コロナウイルス
ワクチン接種対策室

保険年金課 管理班 29-5082
給付班 29-5083
賦課班 29-5084
収納第一班 29-5085
収納第二班 29-5088
国民年金班 29-5086

地域医療課 地域医療班
29-5011

病院管理班

産
業
振
興
部

商工振興課 商工労政班

29-5110
企業振興班
中心市街地活性化推進班
企業立地推進室

観光振興課 観光推進班
29-5116

観光施設活用班
シティプロモ
ーション課

プロモーション推進班
29-5012

移住定住班

農
林
水
産
部

農林振興課 管理班 29-5170
農政班 29-5113
林政班 29-5115

農林整備課 管理班 29-5120
農業工務班 29-5114
林業工務班 29-5117

水産港湾課 管理班
29-5118

工務班

建
設
部

道路課 管理班 29-5131
整備班 29-5130
工務第一班・二班 29-5131
工務第三班

29-5130
橋りょう班

河川課 管理班 29-5134
工務第一班・二班 29-5135

下水道課 管理班
29-5143

計画班
業務班 29-5144
維持班 29-5145

教
育
委
員
会

教育政策課 政策班
29-5200

施設班
英語教育推進室 29-5201

学校教育課 学務班 29-5204
教育指導室 29-5203
ICT教育推進室 29-5150

生涯学習課 生涯学習班 29-5210
中央公民館 29-5066

出納室
審査班

29-5180
出納班

監査委員事務局 29-5220

農業委員会事務局 29-5230

選挙管理委員会事務局 29-5240

議会事務局
庶務課 29-5190
議事課 29-5193

部 所属／電話番号

建
設
部

下水道課 工務第一班・二班 29-5147
都市排水
　　施設課

管理班
29-5048

施設第一班・二班

都
市
開
発
部

都市計画課 計画班 29-5161
まちづくり推進班 29-5006
幹線道路整備推進室

29-5095
用地補償第一班～三班

景観整備課 景観政策班 29-5162
企画整備班 29-5163

公園施設課 管理班 29-5160
整備班 29-5108
公園班 29-5160

都市拠点
　　整備課

まちなかデザイン班
29-5171

まちなか整備班
黒磯地区整備班 29-5164

建築指導課 開発審査班 29-5166
建築審査班 29-5046
建築指導班 29-5165

建築住宅課 住宅政策班 29-5138
市営住宅班 29-5139
工務第一班・二班 29-5140
設備第一班・二班 29-5141

※

※
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岩国市役所 電話番号一覧

市役所本庁舎内および保健センター内の電話番号のみ記載しています（※は保健センター内）

（令和５年４月１日時点）

部 所属／電話番号

総
務
部

総務課 管理班 29-5030
文書法令班 29-5031

秘書広報課　 秘書班 29-5033
広報班 29-5016

職員課 人事班
29-5036給与厚生班

人材育成班
人権課 同和行政班

29-5080
人権啓発班
男女共同参画室 29-5340
（DV相談専用） 29-1155

契約監理課 入札契約班 29-5064
技術管理班 29-5065

用地課 管理班
29-5168

用地班
土地開発公社 21-8754

危機管理課 防災班 29-5119

総
合
政
策
部

政策企画課 政策班
29-5013

企画調整班
統計班 29-5022

財政課 財政第一班・二班 29-5050
施設経営課 管財班

29-5094
公共施設マネジメント班

交通政策課 交通政策班 29-5106
課税課 税制班 29-5053

市民税班 29-5054
土地班 29-5055
家屋償却資産班 29-5056

収税課 管理班 29-5059
収納班 29-5060
滞納整理室 29-5061

デジタル
　　推進課

情報システム班 29-5021
デジタル推進班 29-5029

行政改革室 29-5029
基地政策課 基地政策班 29-5024

市
民
協
働
部

地域づくり
推進課

地域づくり推進班
29-5015

中山間地域振興室
くらし
安心安全課

安全対策班 29-5018
市政相談室 29-5017

部 所属／電話番号

市
民
協
働
部

くらし
安心安全課

無料法律相談予約専用 22-0320
消費生活センター 29-5017

市民課 管理班 29-5043
市民班 29-5039
（郵送担当） 29-5042
記録班 29-5040
パスポートコーナー 29-5041

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部

文化
スポーツ課

文化芸術班 29-5211
スポーツ推進班 29-5103
都市交流室 29-5211

文化財課 文化財班 28-5353
錦帯橋課 管理班

29-5107世界遺産推進班
保存班

環
境
部

環境政策課 管理班 29-5100
環境企画班 29-5102
環境衛生班 29-5100
簡易水道班 29-5101

環境施設課 管理班
29-5035

施設班

福
祉
部

福祉政策課 政策推進班 29-5070
指導監査室 29-5072

生活支援課 給付班 29-5073
生活支援第一班・二班 29-5071

高齢者
　　支援課

政策班 29-2511
支援班 29-2588
介護認定班 29-2533
介護給付班 29-2544
地域包括支援班 29-2566

障害者
　　支援課

福祉班
29-2522

自立支援班
こども
　　家庭課

政策班 29-5078
手当・給付班 29-5075
医療費助成班 29-5074

こども家庭センター
29-5076
29-0407
29-0404

母子保健班 29-5099
保育
　幼稚園課

認定・給付班 29-5077
施設班 29-5079

※
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対　象　市内に住民票があり、肺炎球菌ワクチンの接種
　　　　を一度も受けたことがなく、次の①②のいずれ
　　　　かに該当する人
　　　　①対象となる生年月日の人（右記）
　　　　②接種日に60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、
　　　　　呼吸器、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機
　　　　　能などに身体障害１級相当の障害のある人

対象となる生年月日の人
65歳 昭和33年４月２日～昭和34年４月１日生
70歳 昭和28年４月２日～昭和29年４月１日生
75歳 昭和23年４月２日～昭和24年４月１日生
80歳 昭和18年４月２日～昭和19年４月１日生
85歳 昭和13年４月２日～昭和14年４月１日生
90歳 昭和8年４月２日～昭和9年４月１日生
95歳 昭和3年４月２日～昭和４年４月１日生

100歳 大正12年４月２日～大正13年４月１日生
期間・回数　令和6年3月31日までに１回（助成回数
　　　　　　は生涯で１回のみ）

対　象　市内に住民票があり、次の①②のいずれかに該当する人
　　　　①接種日に65歳以上の人
　　　　②接種日に60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能など
　　　　　に身体障害１級相当の障害のある人
期間・回数　令和5年10月１日～令和6年２月29日までに１回

対　象　昭和37年 4 月 2 日～昭和54年 4 月 1 日生まれの男性
            ※抗体検査を行い、検査の結果十分な量の抗体がない人が定期予防接種の対象となります

対象者は、クーポン券の利用で無料となります

岩国市の
予防接種

令和5年度

自己負担額　1,490円（生活保護受給者および中国残留邦人等支援給付の人は無料）

自己負担額　2,850円（生活保護受給者および中国残留
　　　　　　邦人等支援給付の人は無料）

持参品　クーポン券、現住所が確認できる本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカードなど）

実施場所　全国の受託医療機関（厚生労働省のホームページに一覧表が掲載されています）

※誕生日を迎える前でも期間中であれば対象とな
ります。今年度の対象者は今年度のみの対象とな
り、5年後は対象になりません

持参品

期間・回数　令和5年４月１日～令和6年3月31日（助成回数は1回です）

風しん抗体検査・予防接種

実施場所　市が契約している医療機関で接種できます（かかりつけ医で接種することをお勧めします）
持参品　　生年月日と住所が確認できるもの（健康保険証など）

高齢者の定期予防接種

□これまでに高齢者肺炎球菌ワクチンの接種歴がある人（自費での接種も含む）は対象外です
□接種歴が分からないときは、かかりつけ医に確認するか、保健センターに問い合わせてください注意

！

肺炎球菌による肺炎の重症化と死亡リスクを軽減します高齢者肺炎球菌ワクチン

インフルエンザを予防し、重症化を防ぎます高齢者インフルエンザワクチン

対象者は、通常より少ない自己負担額で接種できます

◆

◆

　予防接種は適切な時期に接種することで、感染症から子供や家族を守
ることができます。法改正で制度が変更になった場合は、市ホームペー
ジなどでお知らせします。里帰りや入院などの特別な事情により県外で
の定期予防接種を希望する人は、接種前に保健センターに問い合わせて
ください。
問保健センター☎（24）3751



種　類 対象年齢 接種回数と望ましい接種期間

ロタ
ウイルス

①ロタ
リックス

生後6週 0 日後
～24週 0 日後 ※①②どちらのワク

チンにするか主治医
と相談してください

①＝計２回　②＝計 3 回
初回を生後２カ月～出生14週 6 日後の間に接種②ロタ

テック
生後6週 0 日後
～32週 0 日後

ヒブワクチン 生後２カ月～
5 歳の誕生日の前日

計４回
　初回3回：１回目を生後２カ月～6カ月
　追加１回：初回接種を終了して７カ月～
　　　　　   13カ月までの間隔を置く

小児用肺炎球菌
ワクチン

生後２カ月～
5 歳の誕生日の前日

計４回
　初回3回：１回目を生後２カ月～6カ月
　追加１回：１歳～１歳２カ月（初回終了
 　　　　　  後60日以上空ける）

四種混合（ジフテリ
ア、破傷風、百日せき、
ポリオ）

生後２カ月～
７歳6カ月になる前日
※ 4 月から接種開始時期が生後２カ
月となりました

計４回
　初回3回：生後２カ月～11カ月
　追加１回：初回接種を終了して12カ月～18カ月まで
                の間隔を置く

二種混合（ジフテリ
ア、破傷風） 11歳～13歳の誕生日の前日 １回　11歳

Ｂ型肝炎 １歳の誕生日の前日まで 計3回　生後２カ月～8カ月
ＢＣＧ １歳の誕生日の前日まで １回　生後5カ月～７カ月

麻しん風しん
（MR )

１期：１歳～２歳の誕生日の前日
２期：年長児（小学校就学前の3
　　　月31日まで）

計２回
　１期１回：１歳になったらすぐ
　２期１回：年長になったらできるだけ早く

水痘
（水ぼうそう） １歳～3歳の誕生日の前日

計２回
　１回目：１歳～１歳２カ月
 　２回目：１回目の接種を終了して6カ月～12カ月まで
               の間隔を置く

日本脳炎

１期：生後6カ月～
　　　７歳6カ月になる前日
２期：9歳～
　　　13歳の誕生日の前日

計４回
　１期初回２回：3歳
　１期追加１回：４歳（初回終了後おおむね１年後）
　２期１回：9歳

　　　平成15年４月２日～平成19年４月１日生まれの20歳未満の人
　　　※特例接種に該当する人は、過去の接種歴と併せて合計４回まで接種できます

子宮頸がん予防ワク
チン

小学6年生～高校１年生相当の女子
計3回　中学１年生
※２価・４価に加え、9価ワクチンが対象です。9価の接種回数
など、詳しくは４月１日以降のホームページを確認してください

　　　　　　　　　　　平成9年４月２日～平成19年４月１日生まれで3回接種が未接種の女子
　　　　　　　　　　　接種期間：令和5年４月１日～令和７年3月31日

特
例

開
始
年
齢
な
ど
に
よ
り

接
種
回
数
が
違
い
ま
す

対象者は、無料で接種できます定期予防接種◆

種　類 助成対象年齢 接種回数 自己負担額 備　考

インフルエンザ
生後6カ月～12歳 ２回  １回につき接種料金か

 ら助成金2,500円を引
 いた額

 【助成接種期間】
 令和5年10月１日～
 令和6年２月29日13歳～15歳（中学3年生まで） １回

おたふくかぜ
○１歳～２歳の誕生日の前日
○年長児（小学校就学前の3月
　31日まで）

２回 １回につき1,100円
１歳～２歳までに１回目、
年長児で２回目を接種す
ると効果的

対象者は、通常より少ない自己負担額で接種できます任意予防接種◆

実施場所　市が契約している医療機関で接種できます（予約が必要な場合あり）
持参品　　母子健康手帳、予診票、住所が確認できるもの（健康保険証など）

接種には日頃の状態を知っている保護者の同伴が必要です
（13歳以上の人は、予診票で保護者の同意が確認できれば同伴は不要）子供の予防接種

キャッチアップ接種

３月15日時点の情報です

2023.4.17



広報いわくに

※
混
雑
緩
和
の
た
め
、
入
場
整
理

券
の
宣
誓
書
の
事
前
記
入
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

【
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
】

期
間　
4
月
12
日
㈬
～
22
日
㈯

時
間　
８
時
30
分
～
20
時

【
総
合
支
所
・
支
所
】

期
間　
4
月
16
日
㈰
～
22
日
㈯

時
間　
８
時
30
分
～
20
時

場
所　

○
由
宇
文
化
会
館
集
会
室

○
周
東
中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
（
総
合
セ
ン
タ
ー
日
向
）

○
玖
珂
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
総
合
セ
ン
タ
ー
奏
）

期
日
前
投
票

○
錦
総
合
支
所
会
議
室

○
美
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
ロ
ビ
ー

○
美
和
総
合
支
所
１
階
会
議
室

○
本
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館

【
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
】

期
間　
４
月
22
日
㈯

時
間　
９
時
～
19
時

場
所　
南
館
１
階

【
岩
国
駅
西
口
】

期
間　
4
月
19
日
㈬
～
20
日
㈭

時
間　
16
時
～
20
時

場
所　
西
口
１
階

【
柱
島
出
張
所
】

期
間　
４
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮

時
間　
８
時
30
分
～
17
時

※
柱
島
投
票
区
の
人
の
み

　
平
成
17
年
４
月
24
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
５
年
１
月
10

日
以
前
か
ら
岩
国
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
、
引
き
続
き
市

内
に
住
ん
で
い
る
人

４
月
23
日
㈰　
７
時
～
20
時

柱
島
投
票
区
は
、
４
月
22
日
㈯　

８
時
～
17
時

※
投
票
区
に
よ
っ
て
投
票
時
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
入
場

整
理
券
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
投
票
所
で
行
い
ま
す
。

※
麻
里
布
第
二
投
票
所
（
麻
里
布

自
治
会
館
）
で
投
票
す
る
人
は
、

投
票
所
隣
の
麻
里
布
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
受
付

で
駐
車
券
を
提
示
す
る
と
、
無
料

駐
車
券
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
身
体
の
障
害
な
ど
で
自
書
や
投

票
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
係
員
が
、
代
筆
や
投
票
を

行
い
ま
す
。

※
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　
点
字
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
市
役
所
ま
た
は
総
合
支
所
、
支

所
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
、
岩
国

駅
西
口
の
期
日
前
投
票
所
で
は
、

市
内
全
投
票
区
の
人
が
期
日
前
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

8

衆
議
院
山
口
県
第
２
区
選
出
議
員

補
欠
選
挙
投
票
日
は
４
月
23
日
㈰

　
衆
議
院
山
口
県
第
２
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙
が
４
月
11
日
に
告
示
さ
れ
ま
す
。
選
挙
は
、
皆
さ
ん

が
政
治
に
参
加
し
、
主
権
者
と
し
て
そ
の
意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
最
も
重
要
で

身
近
な
機
会
で
す
。
選
挙
公
報
な
ど
か
ら
情
報
を
集
め
、
積
極
的
に
投
票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎（
29
）５
２
４
０

投　
票

投
票
で
き
る
人

投
票
日
時

投
票
場
所

点
字
投
票

代
理
投
票

柱
島
投
票
区
は
４
月
22
日
㈯

期
日
前
投
票
所

ホームページ

※安心して投票できるよう、投票所では新型コロナウイルス感染症対策を十分に取っています

期
日
前
投
票

　有権者全員分の入場整理券を封筒に入
れて世帯主に郵送します。
　封筒が届いたら、有権者全員分の入場
整理券があるか、確認してください。

投票所入場整理券は
　　　封筒で届きます

郵送する封筒 投票所入場整理券
（有権者人数分）
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郵
便
等
投
票
の
対
象
者
で
、
投

票
用
紙
に
自
ら
記
載
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
、
事
前
に
選
挙
管

理
委
員
会
に
届
け
出
た
人
に
投
票

に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳　
上
肢
ま
た

は
視
覚
の
障
害
＝
１
級

②
戦
傷
病
者
手
帳　
上
肢
ま
た
は

視
覚
の
障
害
＝
特
別
項
症
か
ら
第

二
項
症

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
宿
泊
・
自
宅
療
養
等
さ
れ
て
い

る
人
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
人
は
特
例
郵
便
等
投
票
が
で
き

ま
す
。

※
手
続
き
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ
う
指

定
さ
れ
た
病
院
・
施
設
な
ど
に
入

【
黒
島
ふ
れ
あ
い
の
家
】

日
時　
４
月
19
日
㈬　

11
時
～
12

時※
黒
島
地
区
の
人
の
み

【
端
島
集
会
所
】

日
時　
４
月
19
日
㈬　
14
時
～
15

時※
端
島
地
区
の
人
の
み

【
叶
木
公
会
堂
】

日
時　
４
月
19
日
㈬　
10
時
～
11

時※
叶
木
地
区
の
人
の
み

【
高
畑
公
会
堂
】

日
時　
４
月
19
日
㈬　
14
時
～
15

時※
六
呂
師
地
区
の
人
の
み

【
樋
ノ
口
集
会
所
】

日
時　
４
月
20
日
㈭　
10
時
～
10

時
30
分

※
小
瀬
（
亀
ヶ
迫
・
矢
細
工
・
柏

山
・
樋
ノ
口
・
上
迫
・
水
口
）
地

区
の
人
の
み

【
持
ヶ
峠
自
治
会
集
会
所
】

日
時　
４
月
20
日
㈭　
11
時
30
分

～
12
時

※
小
瀬
（
持
ヶ
峠
・
沼
田
ヶ
原
・

丸
田
）
地
区
の
人
の
み

【
そ
の
他
】

　
右
記
以
外
の
総
合
支
所
・
支
所

管
内
の
投
票
所
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
各
総
合
支
所
・
支
所
で
発
行

す
る
お
知
ら
せ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　
次
の
①
～
③
に
該
当
す
る

人
で
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す

る
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
持
つ
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人

○
両
下
肢
・
体
幹
な
ど
の
機
能
障

害
＝
１
級
ま
た
は
２
級

○
内
臓
障
害
（
心
臓
・
腎
臓
障
害

な
ど
）
＝
１
級
ま
た
は
３
級

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
害
＝
１
級
か

ら
３
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人○
両
下
肢
・
体
幹
な
ど
の
機
能
障

害
＝
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま

で○
内
臓
障
害
（
心
臓
・
肝
臓
障
害

な
ど
）
＝
特
別
項
症
か
ら
第
三
項

症
ま
で

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
い
る
人

○
要
介
護
状
態
区
分
＝
要
介
護
５

院（
所
）中
で
、
投
票
所
に
行
っ
て

投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
を
し
た
い
旨
を
そ
の
病
院
ま
た

は
施
設
の
管
理
者（
病
院
長
な
ど
）

に
申
し
出
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　　
候
補
者
の
氏
名
・
政
見
・
経
歴

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
、

新
聞
朝
刊
（
朝
日
新
聞
・
中
国
新

聞
・
日
本
経
済
新
聞
・
毎
日
新
聞
・

読
売
新
聞
）
お
よ
び
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
（
一
部
地
域
）
に
よ
り
配
布
し

ま
す
。
ま
た
希
望
す
る
人
に
は
郵

送
し
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
23
日
㈰　
21
時
５
分

～（
予
定
）

場
所　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

（
平
田
一
丁
目
40
―
１
）

投票日は４月23日㈰　柱島投票区は４月22日㈯

郵
便
な
ど
に
よ
る

　
　
不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票

特
例
郵
便
等
投
票

　
選
挙
に
伴
い
、
投
票
所
・
開
票

所
と
し
て
使
用
す
る
施
設
で
は
、

臨
時
休
館
ま
た
は
利
用
制
限
を
し

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り
】

４
月
23
日
㈰
は
臨
時
休
館

☎（
24
）０
８
８
８　

【
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
】

４
月
23
日
㈰　
17
時
以
降
は
利
用

不
可

☎（
32
）７
４
１
１

【
玖
珂
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
】

４
月
23
日
㈰
は
臨
時
休
館

☎（
82
）６
５
１
１

9

病
院
・
施
設
な
ど

で
の
不
在
者
投
票

開　
票

施
設
の
臨
時
休
館

　
　
と
利
用
制
限

選
挙
公
報
の
配
布

郵
便
等
投
票
に
よ
る

代
理
記
載
制
度

投票所で、記念に
「投票所来場カード」を

受け取ろう！



10広報いわくに

　
３
月
５
日
、
錦
帯
橋
周
辺
で
、
錦

帯
橋
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
内
外
か
ら
1
6
1
9
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、

５
㎞
、
２
㎞
の
３
種
目
８
部
門
に
分

か
れ
、
早
春
の
風
を
感
じ
な
が
ら

コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
沿
道
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
か
ら
は

「
頑
張
れ
」「
フ
ァ
イ
ト
」
と
声
援
が

送
ら
れ
、
懸
命
に
走
る
ラ
ン
ナ
ー
を

後
押
し
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
給
水

所
や
沿
道
近
く
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
選
手
た
ち
が

錦帯橋ロードレース大会

走
る
こ
と
に
集
中
で
き
る
よ
う
大
会

の
進
行
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　
市
外
か
ら
参
加
し
、
男
子
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
部
で
1
位
に
輝
い
た
安

村
晴
樹
さ
ん
は
「
街
並
み
を
見
て
歴

史
を
感
じ
な
が
ら
走
る
こ
と
が
で
き
、

来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
市
は
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
や
地
域
の
仲

間
づ
く
り
な
ど
の
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎（
29
）５
1
０
３

早
春
を
駆
け
抜
け
る

市政
PICK－UP



ちかくにいわくに
マルシェ

　
2
月
19
日
、
岩
国
錦
帯
橋
空
港
で

「
ち
か
く
に
い
わ
く
に
マ
ル
シ
ェ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ル
シ
ェ
は
、
令
和
３
年
４

月
に
Ａ
Ｎ
Ａ
か
ら
岩
国
市
に
出
向
し

て
い
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推

進
員
の
中
尾
茉
由
さ
ん
が
企
画
し
た

も
の
で
、
今
回
で
３
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
市
の
特
産
品
や
伝
統

芸
能
な
ど
、
東
京
出
身
の
中
尾
さ
ん

が
岩
国
市
に
初
め
て
来
て
、
見
て
、

感
じ
た
市
の
魅
力
を
、
飛
行
機
で
訪

れ
た
人
だ
け
で
な
く
、
市
民
に
も
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
ア
ク
セ
ス

空
港
か
ら
岩
国
の
魅
力
発
信

の
良
い
空
港
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
イ
チ
ゴ
や
岩
国
れ
ん

こ
ん
な
ど
の
地
場
産
品
や
地
元
食
材

を
使
っ
た
軽
食
な
ど
を
販
売
す
る
マ

ル
シ
ェ
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

の
神
楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

木
工
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
は
「
岩
国
な
ら
で
は
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
お
か
げ
で

毎
回
家
族
で
参
加
で
き
、
一
緒
に
楽

し
め
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

☎（
29
）５
０
１
２

空港ならではの制服体験コーナーでは多くの家族連れ
が写真撮影を楽しんだ

マルシェでは岩国商業高校の生徒が考案した軽食販売
を生徒自らが行った

　
２
月
20
日
～
３
月
４
日
ま
で
、
岩

国
市
観
光
交
流
所
「
本
家
松
が
ね
」

で
雛
飾
り
さ
げ
も
ん
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
さ
げ
も
ん
は
、
柳
川
ま
り
や
小
物

を
５1
個
組
み
合
わ
せ
た
つ
る
し
飾
り

で
す
。
女
児
の
健
康
と
幸
せ
を
願
っ

て
手
作
り
さ
れ
る
江
戸
時
代
か
ら
続

く
伝
統
で
、
市
の
観
光
交
流
所
で
の

展
示
は
今
年
で
４
回
目
で
し
た
。

　
期
間
中
、
訪
れ
た
人
は
「
以
前
は

町
家
通
り
で
も
雛
飾
り
が
飾
ら
れ
て

い
た
。
昔
な
が
ら
の
こ
う
い
っ
た
催

し
が
あ
る
こ
と
で
、
地
域
が
元
気
に

な
る
よ
う
に
思
う
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

本
家
松
が
ね
は
、
１
８
５
０（
嘉

永
３
）年
ご
ろ
に
建
築
さ
れ
た
岩
国

を
代
表
す
る
商
家
で
、
平
成
12
年
に

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
地
域
資
産
と
し
て
継
承

す
る
た
め
に
、
観
光
客
や
地
域
住
民

が
気
軽
に
憩
い
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
市
の
観
光
交
流
所
と
し

て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
本
施
設

は
国
の
重
要
文
化
的
景
観
の
構
成
要

素
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
６

健
康
と
幸
せ
を
願
っ
て

町家通りにある本家松がねでは季節ごとの催しや甲
かっちゅう
冑

体験なども行われている

つり下げられた色とりどりのさげもんや愛らしい小物
は訪れた人の目を楽しませた

雛
ひな
飾りさげもん展

11 2023.4.1
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レ
ス
／
ポ
ー
タ
ブ
ル
無
線
発
信
機
・
受
信
機
、

介
助
犬
（
要
証
明
書
）
を
除
く
ペ
ッ
ト
、
ア

ル
コ
ー
ル
類
、
テ
ン
ト
、
ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
、

ド
ロ
ー
ン
、1.2

メ
ー
ト
ル
以
上
の
自
撮
り

棒
は
持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん

※
一
般
の
人
の
軍
服
お
よ
び
公
務
用
制
服
で

の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

※
検
査
場
で
没
収
、
ま
た
は
放
棄
し
た
手
荷

物
は
返
却
さ
れ
ま
せ
ん

　
当
日
は
基
地
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
か
ら
基
地
内
の
会
場
ま
で
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
臨
時
運
行
し
ま
す
の
で
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

○
徒
歩
・
自
転
車
＝
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト（
旧

業
者
門
）　
７
時
～
14
時

※
正
門
と
Ｃ
ゲ
ー
ト
か
ら
の
入
場
は
不
可

※
14
時
以
降
の
入
場
は
不
可

※
自
転
車
は
、
正
門
手
前
踏
切
付
近
ま
た
は

基
地
内
の
駐
輪
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

○
観
光
バ
ス（
50
人
乗
り
以
上
）
＝
C
ゲ
ー

ト　
３
時
～
13
時

○
保
安
上
の
理
由
に
よ
り
、
成
人
の
来
場
者

は
写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

○
12
歳
以
下
は
成
人
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

○
13
歳
～
成
人
未
満
は
学
生
証
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
場
時
に
写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
所
持

し
て
い
な
い
人
は
、
警
備
チ
ェ
ッ
ク
に
時
間

が
か
か
っ
た
り
入
場
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
保
安
上
の
理
由
に
よ
り
、
日
本
国
籍
を
持

た
な
い
人
は
、
入
場
の
際
に
在
留
カ
ー
ド
ま

た
は
パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）の
提
示
が
必
要
で

す
。

○
入
場
の
際
に
荷
物
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

大
き
な
荷
物
を
持
ち
込
む
と
入
場
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
ナ
イ
フ
、
モ
デ
ル
ガ
ン
、
花
火
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
グ
リ
ル
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
、
ワ
イ
ヤ

時
間　
○
Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
→
基
地
内　
６
時
30

分
～
13
時

○
基
地
内
→
Ｊ
Ｒ
岩
国
駅　
10
時
～
終
了

料
金　
片
道
４
０
０
円
（
小
人
半
額
）

※
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
利
用
可
。
定
期
券
、

優
待
乗
車
証
利
用
不
可

※
運
行
時
間
は
状
況
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す

海上自衛隊 /米海兵隊

岩国航空基地フレンドシップデー2023
日時：４月15日（土） ７時～16時（航空ショー ９時～16時）（予定）

※基地内に駐車場はありません。自家用車、
バイク、原付での入場はできません
※徒歩または公共交通機関を利用してくだ
さい

問岩国基地イベント用録音案内☎（79）6227
海上自衛隊岩国航空基地広報室☎（22）3181（内線6232）
観光振興課☎（29）5116、基地政策課☎（29）5024

岩
国
駅●

岩国税務署

至
柳
井

●米海兵隊
　岩国航空基地

岩国錦帯橋●
空港　

バ
イ
パ
ス

門前川

今津川

岩国市役所
●

川下出張所
●

正門113

188

188

189

2

15

Cゲート

ウエストゲート
★

徒歩・自転車
　  入場口

入場不可

入場不可

交通規制に関する問い合わせ　岩国警察署☎（24）0110
※交通状況によって、規制時間・規制区域が変更される場合があります

※米軍と海上自衛隊の共同開催です

12

交通規制図
４/14 ～４/15

　

入
場
手
順

　
入
場
門（
ゲ
ー
ト
）・

　
　
　
　
　
　
　
入
場
可
能
時
間

　
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
臨
時
運
行

交通規制実施区域（予定）

　  　の区域は車両通行止（地区
住民・ 関係車両を除く）など

時間などについては調整
中です。最新情報は市ホー
ムページで
確認できま
す

交通規制実施区域（予定）

　  　 の区域は車両通行止（地区
住民・ 関係車両を除く）

４月14日 20時～ 15日 18時30分
※ただし、一部の地域では４月
14日 ６時～15日 18時30分

岩国基地イベントホッ
トライン（録音案内）
☎（79）6227

フレンドシップデー
公式サイト

最新情報は
コチラから
▶

▶

CHECK！

４年ぶりに開催！



JT サンダーズ広島Vリーグホーム
ゲーム開催
　２月２５日と２６日の２日間、総合体育館でJTサン
ダーズ広島のVリーグホームゲームが開催されまし
た。トップアスリートの活躍を市内で見ることがで
きるこの機会に、多くの観客が集まりました。ゲー
ム中、岩国商業高校のバレーボール部員が補助を務
めたり、観客へのプレゼント企画のサプライズが
あったりとチームを身近に感じられる演出もありま
した。訪れた人は「目の前で迫力あるプレーを観戦
でき、感動した」と話していました。

まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ

まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ
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まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ

春色パステルのフラワーアレンジメント
　２月１５日、美川町でフラワーアレンジメント講座が開催され
ました。参加者は、丸い発砲ボールにプリザーブドフラワーや
造花などを刺し込んだり、ボンドを貼り付けたりしてトピア
リーを作成していきました。最初は苦戦しながらも、講師のア
ドバイスを実践していき、華やかなトピアリーが完成しました。

　２月８日、錦町駅で、写真撮影
用パネル贈呈式が行われました。
　このパネルは、NPO 法人ほっ
とにしきが県のやまぐち元気生活
圏活力創出事業を活用し、錦川清
流線３５周年記念に併せて作成した
ものです。パネルは、錦町駅と錦
町広瀬の錦川に架かる末広橋に設
置されており、四季折々の写真を
撮影できる場所ができました。

四季折々の写真撮影を

　２月１2日、玖珂こどもの館で大
相撲解説者の舞の海秀平氏による
「小よく大を制す」と題した講演が
開催されました。
　会場に訪れた多くの相撲ファン
は、舞の海氏が入門するまでに苦
労してきた経験や、現役時代に意
識していた取り組みなどの話を交
えた講演に、真剣に耳を傾けてい
ました。

小よく大を制す

　２月５日、周東町でしゅうとう中山湖健康マラソン大会が３年
ぶりに開催されました。小学生の部、中学生の部、高校生・一般
の部、健康の部に分かれ、総勢223人が参加しました。参加者
はアップダウンの激しいコースの中、日頃の練習の成果を十分に
発揮し、力強い走りでゴールしました。

力強くゴールを目指して

14



2023.4.115

　２月１7日、美和町の弥栄湖周辺
で、樹木医の中村裕三氏による桜
の講習会が開催されました。講習
会には、弥栄湖周辺の環境づくり
に日々尽力している地元の団体が
参加し、桜の適切な保全方法につ
いて学習した後、樹木医と共に
剪
せんてい
定や施肥などを実施し、地域の

緑を守る取り組みに汗を流してい
ました。

　２月１6日、岩国錦帯橋空港で、開港１0周年を記念した沖縄ツ
アーの出発式が開催されました。ツアーは２泊３日で、沖縄本
島を満喫するコースや、離島4島を巡るコースなど３つのコー
スから選ぶことができ、参加者は「久しぶりの沖縄に岩国から
行くことができうれしいです」と笑顔で話していました。

空の旅で一足早く春気分！ 

地域の桜を
守り続けるために

　２月１8日、本郷ふるさと交流館
で、本郷町子ども弁論大会が開催
されました。本郷小中学校５・６
年の児童が自分たちで考え、地球
環境や好きなアニメなど幅広い
テーマについて、日頃感じている
ことを発表しました。子供ならで
はの視点の感動的な内容や面白い
内容に、会場からは惜しみない拍
手が送られていました。

みんなの前で
堂々と発表するぞ

　２月26日、由宇町で「なかくらの里山×防災×アウトドア
薪
まき
は人をあたためる！」が開催されました。参加者は、地元の
支障木を活用したまきを用いて、たき火・防災用ストーブ体験
や、耕作放棄地で栽培したそばの試食、まき割りなどを行い、
里山にある資源を活用することで充実した1日となりました。

里山の資源を楽しく活用しよう



す
ま

い
るSmile
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Vol.165
竹下 雅枝さん

（南岩国町在住）

自由な時間と空間を提
供する民間型公民館の
企画・運営に携わる。
幼少期から草月流師範
の母に師事し、華道を
学ぶ。自身も草月流師
範。

講座で生き生きと教える講師の姿を見るのは竹下
さんにとっても喜び

　
誰
か
が
何
か
を
始
め
る
時
、
そ
こ
に
あ
る

の
は
ど
ん
な
感
情
で
し
ょ
う
か
？
ワ
ク
ワ
ク

と
し
た
期
待
感
や
緊
張
、
そ
し
て
不
安
…

　
竹
下
雅
枝
さ
ん
は
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
す
る
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

そ
っ
と
背
中
を
押
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
仕
事
を
経
験
し
て
き
た

竹
下
さ
ん
に
と
っ
て
、
５
年
間
務
め
て
い
た

市
の
施
設
「
働
く
婦
人
の
家
」
で
の
仕
事
は

特
別
で
し
た
。「
最
初
は
講
座
の
受
付
事
務

な
ど
が
中
心
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
集

ま
る
講
師
や
お
客
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
人

と
知
り
合
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
次
第
に

自
分
で
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
も
す

る
よ
う
に
な
り
、
段
々
と
仕
事
に
喜
び
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を

振
る
い
始
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
は
軒
並
み

「
民
間
型
公
民
館
」
の
中
で
実
現
し
た
い
と

強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
て
も
、
民
間
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
と
い
う
自
由
度
を
生
か
し
た

民
間
型
公
民
館
。
当
初
は
人
に
知
っ
て
も
ら

う
方
法
に
悩
み
ま
し
た
が
、
同
じ
思
い
を
持

つ
人
は
多
く
、
口
コ
ミ
や
S
N
S
で
着
実
に

利
用
者
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
年
で
５
年
目
の
活
動
を
迎
え
る
竹
下
さ

ん
は
こ
う
話
し
ま
す
。「
初
め
て
講
座
を
す

る
講
師
の
先
生
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
自

信
を
持
ち
、
笑
顔
で
生
徒
に
接
す
る
姿
を
見

る
の
は
喜
び
で
す
ね
。
さ
ら
に
こ
こ
で
の
出

会
い
が
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
つ
な
が
り
の

グ
ル
ー
ブ
を
生
み
出
し
て
い
く
の
は
私
に

と
っ
て
も
新
鮮
で
す
。
こ
の
場
所
が
性
別
や

年
齢
を
問
わ
ず
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
教

え
た
い
、
習
い
た
い
と
い
う
人
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
全
て
の
人
に
竹

下
さ
ん
は
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

広々とした会議スペースやフリースペース
で自由に自分の「やりたい」を実現できる

中
止
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。「
こ

れ
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
直
接

人
と
会
っ
て
話
す
と
い
う
こ
と

が
、
自
分
に
と
っ
て
も
周
り
の

人
に
と
っ
て
も
い
か
に
大
切
な

こ
と
か
を
実
感
し
ま
し
た
」

　
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
人
と

人
を
つ
な
げ
る
方
法
を
模
索
し

続
け
た
竹
下
さ
ん
は
、
少
人
数

で
も
集
ま
っ
て
話
し
、
好
き
な

こ
と
を
一
緒
に
で
き
る
場
所
を
、

仲
間
と
と
も
に
運
営
し
て
い
た

民間型公民館で開催したマルシェで仲間と
共に笑顔を見せる竹下さん（写真中央）

出
会
い
は

　
　
　
人
生
最
高
の
ス
パ
イ
ス



●
高
尿
酸
血
症
と
痛
風

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[198]

な
る
ほ
ど

健
康
教
室

17 2023.4.1

お手軽エビチリ

エビと卵のチリソース

　
皆
さ
ん
は
痛
風
と
い
う
病
気
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
「
風
が
当
た
っ
て
も
痛
い
」
と
い
う
意
味

で
、
痛
風
と
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

痛
風
が
起
こ
る
部
位
で
最
も
多
い
の
は
、

足
の
親
指
の
付
け
根
で
、
赤
く
腫
れ
て
痛
み

を
伴
い
ま
す
。
痛
み
の
程
度
が
強
い
と
歩
く

の
も
つ
ら
い
ほ
ど
の
状
態
に
陥
り
ま
す
。
足

の
親
指
の
付
け
根
以
外
に
も
、
足
関
節
、
足

の
甲
、
ア
キ
レ
ス
腱
の
付
け
根
、
膝
関
節
、

手
関
節
に
も
激
痛
発
作
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
尿
路
結
石
が
で
き
た
り
、
耳
に
痛

風
結
節
が
で
き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
痛
風
患
者
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多

く
、
男
女
比
は
１０
対
１
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

痛
風
の
背
景
に
は
、「
高
尿
酸
血
症
」
が
あ

り
ま
す
。
血
液
中
の
尿
酸
値
が
７
㎎
/
㎗
を

超
え
る
と
「
高
尿
酸
血
症
」
と
診
断
さ
れ
ま

す
。
高
尿
酸
血
症
が
あ
る
人
の
う
ち
、
１０
～

2０
％
程
度
が
痛
風
を
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
高
尿
酸
血
症
の
患
者
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
日
本
生
活
習
慣
病
予

防
協
会
な
ど
の
調
査
で
は
、
高
尿
酸
血
症
の

患
者
は
1
千
万
人
以
上
、
3０
～
4０
代
男
性
の

3
割
に
上
る
と
推
計
さ
れ
、
痛
風
患
者
は
１

２
５
万
人
、
49
歳
以
下
が
3０
万
人
近
く
に
な

り
ま
す
。

　
高
尿
酸
血
症
が
起
こ
る
原
因
と
し
て
、
食

べ
過
ぎ
や
飲
み
過
ぎ
、
運
動
不
足
、
激
し
い

運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
他
に

も
、
医
師
か
ら
処
方
さ
れ
る
利
尿
薬
の
副
作

用
が
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
肥
満

自
体
も
尿
酸
値
上
昇
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
肥
満
が
あ
る
人
は
減
量
が
効
果
的
な
対

策
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が

あ
る
人
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

が
な
い
人
よ
り
も
高
尿
酸
血
症
の
頻
度
が
高

い
こ
と
も
事
実
で
す
。
生
活
習
慣
が
大
い
に

関
わ
る
病
気
で
す
の
で
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
治
療
に
は
大
変
有
効
で
す
。

　
尿
酸
値
を
上
げ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
過
剰
に
摂
取
し
な

い
こ
と
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
自
体
に
尿
酸
値

を
上
げ
る
作
用
が
あ
る
か
ら
で
す
。
プ
リ
ン

体
が
尿
酸
を
上
げ
る
こ
と
は
有
名
で
す
が
、

プ
リ
ン
体
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
み
な
ら
ず
、
魚

肉
類
の
内
臓
や
干
物
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
過
剰
摂
取
を
慎
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
高
尿
酸
血
症
は
多
く
の
場
合
無
症
状
で
す

が
、
健
診
な
ど
で
指
摘
さ
れ
た
と
き
は
、
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
岩
国
市
医
師
会
】

●エネルギー 193kcal/人　●食塩相当量 1.3g/人

材料（２人分）

Ｂ

A

⑤残りのサラダ油を中火で熱し、エビを入れて色が
　変わるまで炒め、みじん切りにしたニンニク、ショ
　ウガを加える。香りが立ってきたらＢを加えてひ
　と煮たちさせ、卵を戻し入れてざっと混ぜる。
⑥皿にレタスを敷き、⑤を盛り付けトマトを添える。
　　　

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

①エビは足を取り除いて殻をむく。エビの背わたを
　取り除き、さっと洗って水気をしっかりと拭く。
②エビをボウルに入れ、Ａを加えてもみ込む。
③別のボウルに卵を割りほぐす。　
④フライパンにサラダ油半量を中火で熱し、溶き卵
　を流し入れる。大きく2～3回混ぜ、ふんわりと
　してきたらボウルに戻す。

・エビ（中・殻付き）…８尾
・トマト（くし形）…１００ｇ
・レタス…4０ｇ
・卵…2個
・サラダ油…小さじ2
・ニンニク…小さじ１
・ショウガ…小さじ１

・塩・コショウ…少々
・酒…小さじ1/2
・トマトケチャップ
 　　　　…大さじ１
・めんつゆ…大さじ１
・酢…小さじ1/2
・水…3０ml
・片栗粉…大さじ1/2

作り方



マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
直
し

　
厚
生
労
働
省
は
、
3
月
13
日
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
マ

ス
ク
着
用
に
つ
い
て
、
個
人
の
主
体
的
な
選

択
を
尊
重
し
、
着
用
は
個
人
の
判
断
に
委
ね

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
次
の
場
面
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。 

〇
医
療
機
関
受
診
時 

〇
高
齢
者
な
ど
の
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
人

が
多
く
、
入
院
・
生
活
す
る
医
療
機
関
や
高

齢
者
施
設
へ
の
訪
問
時 

〇
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
な
ど
の
混
雑
し
た
電
車

や
バ
ス
乗
車
時 

　
手
洗
い
な
ど
の
手
指
衛
生
や
換
気
な
ど
の

基
本
的
な
感
染
対
策
の
励
行
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
健
康
推
進
課
☎（
24
）３
７
５
１

第
３
次
岩
国
市
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
今
後
10
年
間
の
岩
国
市
が
目
指
す
将
来
像
、

政
策
の
基
本
方
針
、
取
り
組
む
べ
き
施
策
な

ど
を
示
し
た
「
第
３
次
岩
国
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

閲
覧
場
所　
市
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
総
合

支
所
、
支
所
、
出
張
所
、
図
書
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

問
政
策
企
画
課
☎（
29
）５
０
１
３

岩
国
市
み
ん
な
の
夢
を
は
ぐ
く

む
交
付
金

　
自
治
会
や
市
民
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
含
む
）
が
令
和
５
年
度
中
に
行
う
営
利
を

目
的
と
し
な
い
自
主
的
な
公
益
活
動
に
対
し

て
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
８
日
㈪

申
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、

地
域
づ
く
り
推
進
課
、
総
合
支
所
、
支
所
、

い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

問
地
域
づ
く
り
推
進
課
☎（
29
）５
0
1
5
、

い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
30
）

９
０
３
０
、
総
合
支
所
、
支
所

障
害
者
の
活
動
支
援
団
体
へ

　
　
　
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
障
害
者（
児
）が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
自
発
的

に
活
動
す
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
障
害
者（
児
）、
そ

の
家
族
ま
た
は
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る
団
体

で
、
新
た
に
自
発
的
な
支
援
事
業
を
行
い
、

市
の
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の　

対
象
事
業　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
、
災
害
対
策
、

孤
立
防
止
支
援
、
社
会
活
動
支
援
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
、
療
育
・
ス
ポ
ー
ツ
支
援
、
理

解
促
進
啓
発
な
ど

補
助
額　
対
象
と
な
る
事
業
の
経
費
全
額

（
10
万
円
を
限
度
）

※
１
団
体
に
つ
き
同
一
年
度
内
で
１
回
限
り

募
集
期
間　
随
時
（
予
算
の
範
囲
内
で
先
着

順
）

※
事
業
内
容
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
事
業
開

始
の
１
カ
月
前
ま
で
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

申
問
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
直
接
、
障
害
者
支
援
課
☎（
29
）２

５
２
２

岩
国
市
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
専
門
人
材
育
成
奨
励
金

　
聴
覚
、
視
覚
、
音
声
・
言
語
機
能
に
障
害

が
あ
る
人
の
意
思
疎
通
を
支
援
す
る
専
門
人

材
の
育
成
の
た
め
、
専
門
研
修
な
ど
を
修
了

し
た
人
ま
た
は
専
門
資
格
を
取
得
し
た
人
に

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
金
額
、
要
件
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
専
門
研
修
等
修
了
者

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
人
で
次
の
い
ず
れ

か
の
研
修
を
修
了
し
た
人

ホームページ

ホームページ

お
知
ら
せ

18広報いわくに

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１
岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。



○
山
口
県
手
話
通
訳
者
養
成
講
座　
○
山
口

県
要
約
筆
記
者
登
録
全
国
統
一
試
験
対
策
講

座　
○
山
口
県
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養

成
講
習
会　
○
山
口
県
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会　
○
点
字
指
導
員
資
格
認
定
講

習●
専
門
資
格
取
得
者

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
人
で
次
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
取
得
し
た
人

○
山
口
県
手
話
通
訳
者
資
格　
○
山
口
県
要

約
筆
記
者
資
格　
○
点
字
指
導
員
資
格

問
障
害
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
２
２

高
齢
者
の
お
む
つ
購
入
費
を
助

成
し
ま
す

　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
な
ど
が
必
要

な
65
歳
以
上
の
人
に
紙
お
む
つ
給
付
券
を
交

付
し
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

○
65
歳
以
上
で
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

○
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
、
ま
た
は
病
院
に

入
院
し
て
い
る
人　
○
要
介
護
度
区
分
が
要

介
護
３
以
上
の
人　
○
生
活
保
護
を
受
け
て

い
な
い
人

業
費
か
ら
諸
収
入
を
差
し
引
い
た
額
の
２
分

の
１
以
内
の
額
を
助
成

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
31
日
㈬

※
条
件
や
支
援
内
容
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
問
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

（
公
財
）岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団（
市
民

文
化
会
館
内
）へ
☎（
24
）８
９
９
６

就
職
希
望
者
説
明
会（
自
衛
隊・

海
上
保
安
庁
・
警
察
・
消
防
）

　
自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
・
警
察
・
消
防
に

よ
る
職
業
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

※
保
護
者
の
同
伴
可

日
時　
①
４
月
9
日
㈰　
②
４
月
23
日
㈰

③
５
月
28
日
㈰　
10
時
～
15
時

※
説
明
時
間
＝
約
１
時
間

場
所　
①
③
＝
市
民
文
化
会
館　
②
＝
い
わ

く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事

務
所
☎（
23
）１
５
８
０

私
道
舗
装
等
工
事
費
を

　
　
　
　
　
　
　
補
助
し
ま
す

　
普
段
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る
道
路
に

は
公
道
と
私
道
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

私
道
を
舗
装
す
る
な
ど
の
整
備
を
す
る
際
に

は
、
補
助
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
を
受
け
る
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
９
月
29
日
㈮
ま
で

申
問
道
路
課
☎（
29
）５
１
３
０
、
総
合
支
所

道
路
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す

　
道
路
を
走
行
中
、
路
上
に
で
き
た
穴
で
タ

イ
ヤ
な
ど
を
破
損
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
走
行
に
支
障
の
な
い
小
さ
な
穴
で
も
、

雨
や
大
型
車
両
の
通
行
に
よ
り
短
時
間
で
大

き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
異
常
を

発
見
し
た
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
岩
国
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
友
だ
ち
登
録
す
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
も
簡
単
に
情
報
提
供
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
道
路
課
☎（
29
）５
１
３
０
、
総
合
支
所
、

支
所

給
付
限
度
額　
３
千
円
／
月

申
請
に
必
要
な
も
の　
対
象
者
の
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

申
問
高
齢
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
８
８
、
総

合
支
所
、
支
所

錦
川
清
流
線
利
用
券
の

　
　
　
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
錦
川
清
流
線
を
利
用
す
る

高
齢
者
に
対
す
る
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
し
、
敬
老
優
待
乗
車
券

を
持
っ
て
い
る
70
歳
以
上
の
人

対
象
区
間　
錦
町
駅
～
川
西
駅

助
成
内
容　
６
千
円
分
の
利
用
券
を
４
千
円

で
購
入
で
き
る

申
請
に
必
要
な
も
の　
敬
老
優
待
乗
車
証　

申
直
接
、
錦
川
鉄
道
㈱
へ　

問
高
齢
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
８
８

文
化
芸
術
活
動
団
体
の
支
援

　
（
公
財
）岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団
で
は

自
主
的
か
つ
創
造
的
な
文
化
芸
術
活
動
を
対

象
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
で
活
動
す
る
民
間
文
化
芸
術
団

体
が
令
和
５
年
度
中
に
行
う
事
業

内
容　
市
民
文
化
会
館
の
施
設
料
お
よ
び
付

属
設
備
利
用
料
、
他
の
施
設
は
支
援
対
象
事

ホームページ
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と
割
引
が
あ
り
ま
す
。
２
年
前
納
を
希
望
す

る
人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
年
金
事

務
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

※
５
月
以
降
に
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
保
険
年
金
課
☎（
29
）５
０
８
６
、
総
合
支

所
、
支
所
、
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２

２
２新

規
創
業
者
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

●
岩
国
市
創
業
支
援
補
助
金

市
内
で
商
業
活
動
を
営
も
う
と
す
る
次
の

人
に
、
開
業
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
こ
れ
か
ら
創
業
す
る
人
や
令
和
４
年

４
月
１
日
以
降
に
創
業
し
た
人
で
、
い
わ
く

に
創
業
カ
レ
ッ
ジ
ま
た
は
特
定
創
業
支
援
等

文
化
的
景
観
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が

決
定
し
ま
し
た

　
文
化
的
景
観
の
エ
ン
ブ
レ
ム
デ
ザ
イ
ン
の

投
票
の
結
果
、
左
の
エ
ン
ブ
レ
ム
に
決
定
し

ま
し
た
。

応
募
総
数　
５
１
７
票

た
く
さ
ん
の
投
票
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

問
錦
帯
橋
課
☎（
29
）５
１
０
７

令
和
５
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　
令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
万
６
５
２
０
円
、
付
加
保
険
料
は
月
額
４

０
０
円
で
す
。
４
月
上
旬
に
１
年
分
の
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
各
月
の
翌
月
末
日

ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
５
月
１
日
㈪
ま
で
に
ま
と
め
て
前
納
す
る

事
業
を
修
了
し
た
人

※
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
商
工
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
０

特
定
外
来
生
物

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
に
注
意
！

岩
国
市
の
一
部
地
域
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
ア
リ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
植

木
鉢
、
資
材
な
ど
を
移
動
す
る
場
合
は
、
ア

リ
の
有
無
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
特
徴
は
、
体
色
が

赤
褐
色
～
黒
褐
色
、
体
長
が
２
・
５
～
３
㍉

程
度
、
体
は
細
く
触
覚
が
長
い
な
ど
で
す
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
と
思
わ
れ
る
ア
リ
を

見
つ
け
た
場
合
や
、
不
明
な
点
が
あ
る
と
き

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
☎（
29
）５
１
０
０

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
防
除
の
た

め
の
薬
剤
を
支
給
し
ま
す

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
一
斉
防
除
活
動
を

前納
月数 前納金額 前納金額

（付加あり）

24カ月 387,170円
（14,830円）

396,420円
（15,180円）

12カ月 194,720円
（3,520円）

199,430円
（3,610円）

６カ月 98,310円
（810円）

100,690円
（830円）

１カ月 16,520円
（０円）

16,920円
（０円）

納付書支払いの場合の前納額

※かっこ内は割引額
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行
う
自
治
会
へ
薬
剤
を
一
部
支
給
し
ま
す
。

申
請
期
間　
４
月
21
日
㈮
ま
で

申
問
環
境
政
策
課
☎（
29
）５
１
０
０

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
こ
の
時
期
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
行
動
が
活

発
に
な
る
季
節
で
す
。
山
に
入
る
と
き
は
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
マ
は
ど
ん
な
動
物
？

○
鼻
・
耳
が
よ
く
、
足
が
と
て
も
速
い
。
木

登
り
も
泳
ぎ
も
得
意　
○
１
日
に
40
～
50
㎞

も
の
広
い
行
動
範
囲
を
持
つ

●
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
な
い

○
学
習
能
力
が
高
く
、
人
間
の
食
べ
物
の
味

を
覚
え
る
と
執
着
す
る
た
め
、
残
飯
や
生
ご

み
を
野
外
に
放
置
し
た
り
埋
め
た
り
し
な
い

●
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に

○
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を

携
帯
し
、
人
間
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る

●
ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

○
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
状
況
判
断
す
る
。
急

※
購
入
費
の
う
ち
、
商
品
券
、
店
舗
か
ら
付

与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
・
ク
ー
ポ
ン
の
他
、
補

助
対
象
外
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
農
林
振
興
課
☎（
29
）5
1
7
0
、
総
合
支

所献
血
事
業
な
ど
を
行
う

　
日
赤
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

　
災
害
時
の
被
災
者
救
護
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
拡
大
防
止
へ
の
対

応
、
防
災
・
減
災
の
普
及
啓
発
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
、
血
液
事
業
な
ど
、
日
本
赤

十
字
社
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
皆
さ
ん
か
ら

の
継
続
的
な
支
援
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
災
害
が
大
規
模
化
・
頻
発
化
し
て

い
る
中
、
人
間
の
命
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る

赤
十
字
活
動
へ
の
ご
理
解
と
活
動
資
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部
岩
国
市
地
区

（
福
祉
政
策
課
内
）
☎（
29
）５
０
７
０

に
走
る
と
、
反
射
的
に
追
い
掛
け
て
く
る

○
ク
マ
が
気
付
い
て
動
か
な
い
と
き
は
、
目

を
に
ら
み
付
け
な
が
ら
背
中
を
見
せ
ず
、
ゆ

っ
く
り
離
れ
る　
○
遠
く
に
い
れ
ば
、
そ
っ

と
離
れ
る
か
声
を
出
し
こ
ち
ら
に
気
付
か
せ

る　
○
ク
マ
が
近
づ
い
て
来
る
場
合
は
、
持

ち
物
を
一
つ
ず
つ
置
い
て
注
意
を
そ
ら
し
、

ク
マ
と
の
間
に
障
害
物
が
く
る
よ
う
に
後
退

す
る
。
そ
れ
で
も
近
づ
く
と
き
は
、
首
の
後

ろ
で
手
を
組
み
、
う
つ
ぶ
せ
で
丸
く
な
り
、

立
ち
去
る
の
を
待
つ　
○
子
グ
マ
が
い
れ
ば

必
ず
近
く
に
母
グ
マ
が
い
る
の
で
注
意
す
る

※
ク
マ
の
目
撃
情
報
は
、
警
察
署
、
農
林
振

興
課
ま
た
は
総
合
支
所
農
林
建
設
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

問
農
林
振
興
課
☎（
29
）５
１
７
０
、
岩
国
警

察
署
生
活
安
全
課
☎（
24
）0
1
1
0

鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

対
象　
市
内
で
農
林
作
物
を
生
産
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

対
象
物
品　
○
電
気
柵
な
ど
の
被
害
防
止
資

材　
○
爆
竹
な
ど
の
追
い
払
い
用
具

補
助
金
額　
①
個
人
で
実
施
す
る
場
合
＝
購

入
費
の
２
分
の
１
（
7
万
５
千
円
を
限
度
）

②
共
同
で
実
施
す
る
場
合
＝
購
入
費
の
２
分

の
１
（
75
万
円
を
限
度
）

※
②
は
追
い
払
い
用
具
購
入
費
は
対
象
外

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827（22）3330
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年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　
新
し
い
働
き
方
・
休
み
方
の
ス
タ
イ
ル
と

し
て
、
計
画
的
な
業
務
運
営
や
休
暇
の
分
散

化
に
つ
な
が
る
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付

与
制
度
や
、
労
働
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
・
休
み
方
を
実
現
す

る
時
間
単
位
の
年
次
有
給
休
暇
の
活
用
が
効

果
的
で
す
。

　
労
使
一
体
と
な
っ
て
年
次
有
給
休
暇
を
上

手
に
活
用
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

問
山
口
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
８
３（
９
９
５
）０
３
９
０

募
集青

少
年
海
外
派
遣
事
業

高
校
生
参
加
者

●
今
年
の
夏
は
ア
メ
リ
カ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
姉
妹
都
市
の
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
エ
ベ
レ

ッ
ト
市
で
２
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら

語
学
研
修
や
生
活
体
験
を
行
え
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
高
校
生

日
時　
７
月
22
日
㈯
～
８
月
６
日
㈰

場
所　
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
エ
ベ
レ
ッ
ト
市

定
員　
14
人

岩
国
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
「
ひ
ま
わ
り
」団
員

対
象　
小
学
２
年
～
中
学
生
（
き
ょ
う
だ
い

と
一
緒
の
場
合
、
小
学
１
年
生
以
下
も
可
）

日
時　
金
曜（
毎
月
２
～
３
回
）　
16
時
30
分

～
18
時

場
所　
岩
国
小
学
校　
音
楽
室

講
師　
岡
村
美
瑳
氏
（
岩
国
女
声
合
唱
団
指

導
者
）、
藤
兼
利
彦
氏
（
混
声
合
唱
団
コ
ー

ル・ピ
ュ
ア
、マ
リ
ン
バ
カ
ル
テ
ッ
ト
代
表
）

料
金　
無
料
（
た
だ
し
後
援
会
費
と
し
て
年

間
２
千
円
の
他
、
出
演
や
合
宿
時
に
は
実
費

が
必
要
）

申
問
中
央
公
民
館
☎（
29
）５
０
６
６

部
活
動
指
導
員

　
市
立
中
学
校
に
勤
務
す
る
部
活
動
指
導
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
者
の
中
か
ら
勤

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
８
日
㈪

（
必
着
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
問
都
市
交
流
室
☎（
29
）５
２
１
１

（
介
護
予
防
）認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
者

　
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に
事
業
所
を
開
設

で
き
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
対
象
事
業
を
開
設
す
る
意
思
の
あ
る

法
人
（
設
立
予
定
で
あ
る
も
の
も
含
む
）

対
象
圏
域　
○
岩
国
１
（
麻
里
布
、東
、装
港
、

柱
島
、川
下
、愛
宕
、小
瀬
）　
○
岩
国
２
（
岩

国
、
平
田
、
藤
河
、
御
庄
、
北
河
内
、
南
河
内
、

師
木
野
）　

○
岩
国
５
（
錦
、
美
川
、
美
和
、

本
郷
）

※
そ
の
他
の
圏
域
も
可

定
員
数　
９
人
（
１
ユ
ニ
ッ
ト
）

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
６
月
23
日
㈮

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
問
高
齢
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
１
１

ホームページ
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務
地
な
ど
の
条
件
が
合
う
人
の
面
接
を
行
い
、

採
用
を
決
定
し
ま
す
。

申
登
録
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
ま
た
は
直
接
、
学
校
教
育
課
へ

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
学
校
教
育
課
☎（
29
）５
２
０
４

農
園
利
用
者

●
由
宇
南
沖
・
港
町
ふ
れ
あ
い
農
園

場
所　
由
宇
町
南
沖
三
丁
目
7
7
5
9
―
1
、

港
一
丁
目
６
０
７
７

区
画　
18
㎡

賃
貸
料　
４
千
円
／
年

問
由
宇
総
合
支
所
農
林
建
設
課

☎（
63
）１
１
１
４

●
美
和
町
ほ
の
ぼ
の
農
園　

場
所　
美
和
町
生
見
２
２
１
８
―
１

区
画　
20
㎡

賃
貸
料　
3
千
円
／
年

問
美
和
総
合
支
所
農
林
建
設
課

☎（
96
）１
１
１
２

種
目　
作
文
、
面
接
、
適
性
検
査

採
用
予
定
日　
令
和
５
年
６
月
１
日
以
降

※
資
格
取
得
見
込
み
の
人
は
、
令
和
６
年
４

月
１
日

勤
務
場
所　
錦
中
央
病
院
、
美
和
病
院
ま
た

は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら

●
作
業
療
法
士

受
験
資
格　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
作
業
療
法
士
資
格
を
有
す
る
人

募
集
人
員　
若
干
名

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
13
日
㈭（
必
着
）

試
験
日
時　
４
月
20
日
㈭　
13
時
30
分
～

試
験
場
所　
市
役
所

種
目　
作
文
、
面
接
、
適
性
検
査

採
用
予
定
日　
令
和
５
年
６
月
１
日
以
降

勤
務
場
所　
錦
中
央
病
院
、
美
和
病
院
ま
た

は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら

申
所
定
の
申
込
書
（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
職
員
課
へ
（
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書

留
と
し
、
84
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
）

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ
ト
か
ら
閲
覧
可
）

問
職
員
課

☎（
29
）５
０
３
６

試
験市

職
員

●
医
師
・
薬
剤
師

受
験
資
格　
①
医
師
＝
昭
和
34
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
医
師
資
格
を
有
す
る
人　

②
薬
剤
師
＝
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
薬
剤
師
資
格
を
有
す
る
人
（
令
和
６

年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

募
集
人
員　
①
＝
若
干
名　
②
＝
２
人
程
度

募
集
期
間　
随
時（
土・日
曜
、祝
日
を
除
く
）

試
験
日
・
場
所　
受
験
者
に
別
途
通
知

種
目　
①
＝
面
接　
②
＝
作
文
、
面
接
、
適

性
検
査

採
用
予
定
日　
試
験
日
の
お
お
む
ね
１
カ
月

後
（
採
用
日
は
各
月
１
日
）

※
②
の
資
格
取
得
見
込
み
の
人
は
、
令
和
６

年
４
月
１
日

勤
務
場
所　
①
②
い
ず
れ
も
錦
中
央
病
院
ま

た
は
美
和
病
院

●
看
護
師
・
准
看
護
師

受
験
資
格　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
看
護
師
資
格
ま
た
は
准
看
護
師
資
格

を
有
す
る
人
（
令
和
６
年
３
月
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人
を
含
む
）

募
集
人
員　
２
人
程
度

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
13
日
㈭（
必
着
）

試
験
日
時　
４
月
20
日
㈭　
13
時
30
分
～

試
験
場
所　
市
役
所

職員採用専用サイト

ホームページ

試　
験

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827（22）3330
23 2023.4.1



料
金　
５
千
円

募
集
期
間　
４
月
10
日
㈪
ま
で
（
必
着
）

申
問
岩
国
商
工
会
議
所
☎（
21
）４
２
０
１

イ
ベ
ン
ト

第
67
回
岩
国
市
民
文
化
祭

●
第
12
回
岩
国
市
水
墨
画
展

日
時　
4
月
７
日
㈮
～
９
日
㈰　
９
時
～
17

時
（
９
日
は
16
時
ま
で
）

場
所　
市
民
文
化
会
館　
展
示
室

内
容　
市
内
水
墨
画
団
体
の
合
同
作
品
展
示

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
29
）５
２
１
１

銭
壺
山
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時　
４
月
29
日
㈷　
受
付
開
始
＝
７
時
45

分
（
登
山
開
始
＝
８
時
40
分
）

集
合
場
所　
由
宇
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
容　
由
宇
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
出

発
し
、
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
山
頂
を
目

指
す

持
参
品　
弁
当
、
飲
み
物
、
登
山
に
必
要
な

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員
の

登
録

　
育
児
休
業
を
取
得
す
る
市
職
員
の
代
替
と

し
て
任
期
を
定
め
て
勤
務
す
る
職
員
の
登
録

試
験
で
す
。
採
用
は
職
員
の
育
児
休
業
の
取

得
状
況
に
よ
り
変
動
し
ま
す
の
で
、
登
録
さ

れ
て
も
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

職
種　
①
事
務
職　
②
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭　
③
保
健
師　
④
社
会
福
祉
士

受
験
資
格　
①
＝
平
成
17
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等

学
校
以
上
（
こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
含
む
）
を
卒
業
し
た
人　
②
＝
保
育
士

資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

③
＝
保
健
師
資
格
を
有
す
る
人　
④
＝
社
会

福
祉
士
資
格
を
有
す
る
人

募
集
人
員　
①
＝
２
人
程
度　
②
＝
岩
国
・

由
宇
地
区
で
４
人
程
度
、
玖
珂
・
周
東
地
区

で
２
人
程
度
、
美
和
・
本
郷
地
区
で
２
人
程

度　
③
＝
若
干
名　
④
＝
１
人
程
度

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
13
日
㈭（
必
着
）

１
次
試
験
日
時　
４
月
20
日
㈭　
９
時
～

試
験
場
所　
市
役
所

種
目　
Ｓ
Ｐ
Ｉ

※
２
次
試
験
は
面
接

採
用
予
定
日　
６
月
１
日
以
降

名
簿
登
載
期
間　
３
年
間

申
所
定
の
申
込
書
（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦

す
。

※
一
部
講
座
は
、
ろ
う
児
と
そ
の
家
族
が
手

話
を
学
ぶ
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す

対
象　
18
歳
以
上
（
ろ
う
児
を
除
く
）
で
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

※
ろ
う
児
の
参
加
可
能
年
齢
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

日
時　
５
月
13
日
㈯
～
11
月
25
日
㈯
の
指
定

す
る
土
曜
ま
た
は
日
曜（
全
26
回
）　

場
所　
福
祉
会
館

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　
手
話
に
必
要
な
基
礎
知
識
・
基
礎
表

現
能
力
を
学
ぶ

料
金　
３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
一
部
受
講
の
ろ
う
児
な
ど
は
無
料

募
集
期
間　
４
月
28
日
㈮
ま
で

申
問
福
祉
会
館
☎（
24
）２
５
７
１

い
わ
く
に
創
業
カ
レ
ッ
ジ

２
０
２
３

対
象　
未
創
業
の
人
ま
た
は
令
和
４
年
４
月

１
日
以
降
に
創
業
し
た
人

日
時　
４
月
24
日
㈪
～
６
月
３
日
㈯　
18
時

30
分
～
20
時
30
分

場
所　
岩
国
商
工
会
議
所

定
員　
20
人

内
容　
創
業
に
必
要
な
事
業
計
画
の
策
定
方

法
な
ど

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
職
員
課
へ
（
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書

留
と
し
、
84
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
）

問
職
員
課
☎（
29
）５
０
３
６

相
談山

口
自
死
遺
族
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ー
バ
ー

　
大
切
な
人
を
自
殺
で
亡
く
し
た
遺
族
が
、

体
験
や
思
い
を
安
心
し
て
語
り
合
い
、
分
か

ち
合
う
場
で
す
。

※
初
め
て
の
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

日
時　
毎
月
第
３
土
曜
（
８・12
月
を
除
く
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
山
口
県
福
祉
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
山
口
市
吉
敷
下
東
四
丁
目
17
―
１
）

料
金　
２
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

問
山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３（
９
０
２
）２
６
７
２

　
講
演
・
講
座

手
話
奉
仕
員
養
成
等
講
座

　
手
話
の
日
常
表
現
を
習
得
し
、
聴
覚
障
害

者
の
支
援
を
行
う
手
話
奉
仕
員
を
養
成
し
ま

相　
談

ホームページ

講
演
・
講
座

イ
ベ
ン
ト

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際は基本的な感染予防対策を行いましょう

24広報いわくに



も
の

料
金　
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
の
ゆ
う
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料
）

申
問
N
Ｐ
О
法
人
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎（
63
）1
4
0
0

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　
４
月
15
日
㈯　
９
時
30
分
～

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　
地
方
卸
売
市
場

内
容　
野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

の
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放

問
流
通
課
☎（
32
）７
３
５
５

献
血４

月
の
献
血

９
日
㈰　
○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　
９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

25
日
㈫　
○
岩
国
総
合
庁
舎　
10
時
～
16
時

26
日
㈬　
○
錦
総
合
支
所　
13
時
15
分
～
16

時30
日
㈰　
○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　
９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
福
祉
政
策
課
☎（
29
）５
０
７
０

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

㊡
火
曜
、
祝
日
、
４
月
９
日
㈰
、
23
日
㈰

桂
町
二
丁
目　
☎（
24
）０
８
８
８

工
作
教
室

●
小
学
生
の
工
作
「
ス
カ
イ
ス
ク
リ
ュ
ー
」

対
象　
小
学
生

日
時　
4
月
８
日
㈯　
13
時
45
分
～
15
時
15

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　
５
人
（
先
着
順
）

内
容　
ゴ
ム
の
力
で
飛
ぶ
プ
ロ
ペ
ラ
ス
ク

リ
ュ
ー
を
作
る

●
お
や
こ
で
こ
う
さ
く「
こ
い
の
ぼ
り
」

対
象　
２
～
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

日
時　
4
月
13
日
㈭　
11
時
20
分
～
11
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　
５
組
（
先
着
順
）

（
開
場
＝
10
時
30
分
）

場
所　
市
民
文
化
会
館　
小
ホ
ー
ル

定
員　
50
人
（
先
着
順
、
完
全
予
約
制
）

出
演　
松
村
亜
由
美
、
平
井
剛
治
、
三
島
明

子料
金　
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円
、
中
学
生

以
下
＝
無
料

募
集
期
間　
４
月
10
日
㈪　
10
時
～

※
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
ま
ま
会
場
に
入
れ
ま
す

※
授
乳
室
や
お
む
つ
替
え
の
ス
ペ
ー
ス
あ
り

※
床
上
で
鑑
賞
で
き
る
マ
ッ
ト
席
あ
り

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
市
民
文
化
会
館

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　
☎（
31
）０
０
４
６

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　
未
就
園
児
と
保
護
者

日
時　
4
月
13
日
㈭　
10
時
15
分
～
10
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　
40
人
程
度
（
先
着
順
）

問
中
央
図
書
館

●
中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２・
４
木
曜

日
の
午
前
中
を
「
乳
幼
児
の
日
」
と
し
て
い

ま
す

内
容　
絵
を
描
い
た
り
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
こ
い
の
ぼ
り
を
作
る

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

市
民
文
化
会
館

㊡
な
し

山
手
町
一
丁
目　
☎（
24
）１
２
２
１

０
歳
か
ら
♪

　
　
く
ら
し
っ
く
こ
ん
さ
ー
と

　
幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
楽
し
め
る
音
楽
を
、

テ
ュ
ー
バ
、
ピ
ア
ノ
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
演

奏
し
ま
す
。

日
時　
4
月
29
日
㈷　
11
時
～
11
時
50
分

中
央
図
書
館

市
民
文
化
会
館

献　
血

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

料金の記載がないものは原則無料です
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周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　
☎（
84
）１
４
０
０

料
理
講
座

対
象　
原
則
18
歳
以
上
の
人

日
時　
毎
月
第
２
水
曜　
10
時
～
13
時

場
所　
周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　
調
理
実

習
室

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
柳
井
さ
つ
き
氏　

料
金　
１
５
０
０
円
／
回
（
材
料
費
含
む
）

持
参
品　

マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル

募
集
期
間　
4
月
４
日
㈫
～

申
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

㊡
火
曜

横
山
二
丁
目　
☎（
43
）３
５
０
５

バ
レ
エ
ス
ト
レ
ッ
チ
体
験
講
座

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可　

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

岩
国
学
校
教
育
資
料
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

岩
国
三
丁
目　
☎（
41
）０
５
４
０

ミ
ニ
企
画
展

●
岩
国
学
校
で
学
ん
だ
人
物
た
ち

日
時　
４
月
9
日
㈰
～
７
月
２
日
㈰　

内
容　
岩
国
学
校
で
学
び
、
国
内
外
で
活
躍

し
た
人
物
を
紹
介

問
岩
国
学
校
教
育
資
料
館

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

４
月
18
日
㈫
～
22
日
㈯

横
山
二
丁
目　
☎（
41
）０
４
５
２

企
画
展

●
本
を
読
む
ー
近
世
岩
国
の
人
々
と
読
書
ー

日
時　
４
月
16
日
㈰
ま
で

内
容　
江
戸
時
代
に
発
行
さ
れ
た
書
籍
や
当

日
時　
４
月
23
日
㈰　
12
時
～
13
時

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

※
８
人
以
下
の
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん

内
容　
バ
レ
エ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
ス
ト

レ
ッ
チ
方
法
を
学
ぶ

講
師　
大
江
美
由
紀
氏

料
金　
千
円

持
参
品　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
靴
下
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

募
集
期
間　
４
月
17
日
㈪
ま
で

申
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
４
月
11
日
㈫
、
27
日
㈭

三
笠
町
一
丁
目　
☎（
29
）１
６
０
０

み
ん
な
の
音
楽
学
校

　
大
作
曲
家
、人
生
最
高
の
日

●
シ
ョ
パ
ン
～
な
ぜ
シ
ョ
パ
ン
は
最
高
の
日

を
つ
か
め
た
の
か
～　

日
時　
６
月
18
日
㈰　
13
時
30
分
～
（
開
場

＝
13
時
）

場
所　
ミ
ュ
ー
ズ
ホ
ー
ル

内
容　
音
源
を
交
え
な
が
ら
解
説
す
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
入
門
講
座

講
師　
松
本
大
輔
氏

料
金【
全
席
自
由
】　
５
０
０
円

時
の
人
々
と
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介

●
地
図
・
絵
図
の
世
界

日
時　
4
月
23
日
㈰
～
６
月
25
日
㈰

内
容　
江
戸
時
代
以
降
に
作
ら
れ
た
絵
図
や

地
図
の
時
代
ご
と
の
描
か
れ
方
の
違
い
を
紹

介問
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

●
岩
国
い
け
ば
な
の
起
源

日
時　
4
月
16
日
㈰　
10
時
～
12
時

場
所　
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　
大
会
議
室

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

講
師　
藏
重
伸
氏
（
華
道
家
元
池
坊
岩
国
支

部
長
）

募
集
期
間　
4
月
４
日
㈫　
９
時
～

申
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

●
初
級
ク
ラ
ス
（
令
和
５
年
度
前
期
初
回
）

日
時　
4
月
16
日
㈰　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　
大
会
議
室

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　
読
み
や
す
い
古
文
書
を
実
践
的
に
読

み
進
め
る

募
集
期
間　
4
月
４
日
㈫　
９
時
～

●
基
礎
ク
ラ
ス

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

岩
国
学
校
教
育
資
料
館

岩
国
徴
古
館

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際は基本的な感染予防対策を行いましょう

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国
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日
時　
５
月
７
日
㈰　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　
大
会
議
室

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　
文
字
の
調
べ
方
や
文
章
の
読
み
方
な

ど
基
本
事
項
を
押
さ
え
る

募
集
期
間　
4
月
４
日
㈫　
９
時
～

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
初
め
て
の
人
は
テ
キ

ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

申
岩
国
徴
古
館

体
験
イ
ベ
ン
ト

●
錦
帯
橋
の
缶
バ
ッ
ジ
を
作
ろ
う

日
時　
４
月
29
日
㈷　
①
10
時
～
12
時
（
最

終
受
け
付
け
＝
11
時
30
分
）　

②
14
時
～
16

時
（
最
終
受
け
付
け
＝
15
時
30
分
）

※
当
日
受
け
付
け

定
員　
各
30
人
（
先
着
順
）

料
金　
１
０
０
円
／
回

●
昔
の
お
金
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

対
象　
小
学
３
年
～
高
校
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
が
望
ま
し
い

日
時　
４
月
30
日
㈰　
10
時
～
11
時
30
分　

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　
４
月
４
日
㈫　
９
時
～

申
岩
国
徴
古
館

日
時　
４
月
23
日
㈰　
10
時
～
11
時

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

※
８
人
以
下
の
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん

内
容　
バ
レ
エ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
ス
ト

レ
ッ
チ
方
法
を
学
ぶ

講
師　
大
江
美
由
紀
氏

料
金　
千
円

持
参
品　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
靴
下
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

募
集
期
間　
４
月
17
日
㈪
ま
で

申
働
く
婦
人
の
家

ミ
ク
ロ
生
物
館

㊡
火
曜

由
宇
町
潮
風
公
園
内　
☎（
62
）０
１
６
０

体
験
教
室

●
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
潜
む
モ
ン
ス
タ
ー
！？

チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
そ
う
！

対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要日
時　
５
月
３
日
㈷　
13
時
30
分
～
16
時

定
員　
６
組
（
先
着
順
）

※
１
組
当
た
り
付
き
添
い
含
め
３
人
ま
で

内
容　
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
潜
む
小
さ
な
モ

ン
ス
タ
ー
た
ち
を
探
し
な
が
ら
、
海
の
生
き

岩
国
運
動
公
園

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　
☎（
32
）７
４
１
１

前
期
初
心
者

　
　
　
　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

対
象　
市
内
お
よ
び
近
郊
に
在
住
す
る
10
歳

以
上
の
人

日
時　
５
月
６
日
㈯
・
13
日
㈯
・
20
日
㈯　

13
時
～
17
時

場
所　
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

料
金　
３
５
０
０
円

募
集
期
間　
４
月
10
日
㈪
～
28
日
㈮

申
問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
FAX（
32
）７
３
７
２

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　
☎（
22
）０
４
９
０

バ
レ
エ
ス
ト
レ
ッ
チ
体
験
講
座

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

物
の
体
の
不
思
議
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

料
金　
３
０
０
円

持
参
品　
筆
記
用
具

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈯　
９
時
30
分
～

申
ミ
ク
ロ
生
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

科
学
工
作

対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要定
員　
各
６
組
（
先
着
順
）

※
１
組
当
た
り
付
き
添
い
含
め
３
人
ま
で

持
参
品　
筆
記
用
具

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈯　
９
時
30
分
～

●
光
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
万
華
鏡
を
作
ろ
う

日
時　
５
月
４
日
㈷　
13
時
～
16
時

内
容　
か
わ
い
い
ミ
ク
ロ
生
物
た
ち
が
コ
ロ

コ
ロ
転
が
る
万
華
鏡
を
作
り
な
が
ら
、
生
物

の
不
思
議
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

料
金　
４
０
０
円

●
暗
や
み
で
光
る
！
か
ざ
れ
る
！
み
く
ろ
ん

フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
作
ろ
う

日
時　
５
月
５
日
㈷　
13
時
～
16
時

内
容　
海
の
ミ
ク
ロ
生
物
を
観
察
し
、
暗
や

み
で
光
る
み
く
ろ
ん
の
立
体
模
型
を
作
る

料
金　
３
５
０
円

申
ミ
ク
ロ
生
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

岩
国
運
動
公
園

ホームページ

働
く
婦
人
の
家

ミ
ク
ロ
生
物
館

料金の記載がないものは原則無料です

27 2023.4.1



岩国市民憲章
錦帯橋に象徴される美しいまち岩国
わたしたちは　この地を愛し　
ふるさとが育てた偉人に学び　
教養を高め
誇れる岩国を築き　引き継ぐために
この憲章を定めます

大切にしたいもの
　それは　みんなの夢　みんなの命
守りたいもの
　それは　豊かで美しい自然
伝えたいもの
　それは　歴史や伝統　文化の薫り
広げたいもの
　それは　世代や地域を超えた人の和
創りたいもの
　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

古
紙
パ

ル
プ

配
合

率

7
0
％

再
生

紙
を

使
用

み
ん
な
の
写
真
館

　
「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た

お
気
に
入
り
の
「
い
わ
く
に
」
を
毎
月
１
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

編
集

・
発

行
/岩

国
市

総
務

部
秘

書
広

報
課

広
報

班
　

〒
740-8585　

山
口

県
岩

国
市

今
津

町
一

丁
目

14番
51号

　
TEL/0827-29-5016

FAX/0827-21-3337　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 https://w

w
w

.city.iw
akuni.lg.jp/　

E-m
ail kouhou@

city.iw
akuni.lg.jp　

印
刷

/山
口

印
刷

工
業

㈱
古

紙
パ

ル
プ

配
合

率
70％

再
生

紙
を

使
用

　　募集作品
市内で撮影した写真（人物写真は、
被写体の承諾を得てください）
　　写真サイズ
JPEG形式のデータ（200万画素以
上）またはＬ判以上の大きさの写真
　　応募方法
①氏名（ペンネーム可）　②電話番号
③作品名　④撮影日　⑤撮影場所　
を記載し、Eメール、郵送または直
接、広報戦略課へ
　  kouhou@city.iwakuni.lg.jp

410　
広
報
い
わ
く
に

#広報いわくにみんなの写真館のハッ
シュタグをつけて、インスタグラムで
も応募できます。

　３月中旬、由宇町小
しょうしん
槇地

区の菜の花畑が見頃を迎えま
した。この菜の花は由西地域
の「由西を元気にしよう会」

が育てたものです。
　眼前に広がる黄色の世界は
春を感じさせ、訪れた人を楽
しませていました。

ＬＩＮＥで「岩国市」
を友だち追加

岩国市

皆さんの応募作品はホームページ
にも掲載しています

【今月の一枚】

撮 影 者：弘中　武さん
撮 影 日：２月８日
撮影場所：錦帯橋たもと

「朝霧の城山」

　
今
年
度
か
ら
、
錦
川
清
流
線
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
庁
内
に
結
成
し
、
検
討
を
始
め
ま
す
。

　
こ
の
検
討
に
関
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
廃
線
を
前
提
と
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
立
的
な
立
場
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
も
の
で
す
。

　

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
地
域
の
公
共
交
通

は
、
人
口
減
少
・
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
伴
い
、
利
用
者
の
減
少
や
維
持

経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
極
め
て
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
２
カ
年
を
か
け
て
複
数
の
選

択
肢
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
が
、
一
方
で

利
用
促
進
の
取
り
組
み
も
非
常
に
重
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
一
般
的
に
公
共
交
通

と
い
え
ど
も
、
利
用
が
極
端
に
少
な
く
な

れ
ば
維
持
・
存
続
は
困
難
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
Ｊ
Ｒ
岩
徳
線
や

い
わ
く
に
バ
ス
な
ど
を
含
め
、
身
近
な
地

域
の
公
共
交
通
を
月
に
数
回
で
も
利
用
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
公
共
交

通
を
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
気
運
の
醸
成

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

市長夢日記

 福田 良彦

Vol.156

地域の暮らしを支える
錦川清流線

【表紙の説明】菜の花畑 (由宇町 )
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